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習・附属幼稚園：1 年次 11 月上旬）、②保育所実習（保育実習Ⅰa：1 年次 2 月下旬～3 月上旬）、
③教育実習（2 年次 5 月下旬～6 月上旬）、④施設実習（保育実習Ⅰb：2 年次夏季休業中）、⑤保
育所実習（保育実習Ⅱ：2 年次 11 月）、⑥施設実習（希望者のみ）（保育実習Ⅲ：2 年次 11 月下旬




















日時：12 月 6 日・12 月 13 日・12 月 20 日・12 月 21 日 
参加者：2 年生（実習生）207 名と 1 年生 190 名  
当日までの流れ： 
















  ４．2 年生のみの実習報告会の開催（12 月 6 日・12 月 13 日・12 月 20 日） 
 2 年生約 200 名を実習地域別に 10 グループに分け、1 グループを 20 名程度で構成す
る。司会役を 2 名、タイムキーパー役を 1 名とし、他の実習生の前で報告を行う。報告
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時間は質疑応答を含め 1 人 8 分とする。授業時間の関係から、2 年生の実習報告会は 3
回開催する。 
  ５．1・2 年生合同実習報告会の開催（12 月 21 日） 
     上記実習地域別で構成された 2 年生のグループに同じ地域の 1 年生を加え、1 グルー
プを 40 名程度で構成する。2 年生のみの実習報告会の報告者の中から、6 名が代表して、






















  報告会で得た視点や知識が自身の保育に応用されることを期待した。 
 
 ○1 年生に対しての効果 
  ①実習についての理解向上 
    2 年生の実習内容を聴講することで、今後、自身が取り組む実習内容についての理解が
深まることを期待した。 
②次の実習に対する不安軽減 
  今まで未知であった実習内容を知ることにより、また同世代の 2 年生が実習をやりきっ
たことを知ることにより、実習に対する不安が軽減されることを期待した。 
③次の実習における目標設定がしやすくなる 
  2 年生の実習内容を聴講することで、今の自分に足りていないこと、取り組むべきこと
が明確になり、目標設定がしやすくなることを期待した。 
④次の実習準備内容の明確化 


















 効果検証は質問紙調査によって行った。2 年生に対しては、2 年生のみの実習報告会が終了した




















































回答者は 2 年生が 207 名、1 年生が 190 名であった。回答に不備のあるデータを削除したと







 各質問項目の回答を得点化した。具体的には、「とてもあてはまる」を 4 点、「あてはまる」を
3 点、「あまりあてはまらない」を 2 点、「全くあてはまらない」を 1 点とした。得点が高い程、
各項目で想定している効果がみられたことを示す。 









































































































＜実習報告会（1 年次の聴講）の必要性＞（5 個） 


























































































































は 1 つ 1 つ私の心に残り聴いていて凄く為になり、自分の一番近い先輩方から話しを聞く
ことですごく心に響いた。」 
 






































あることが示された。実習報告会を通して、2 年生から 1 年生に学びの継承がなされ、より充実
した実習内容や質の向上につながるよう、今後とも改良を重ねて継続したい。 
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＊実習報告会を聴講・参加しての感想を記入してください。
⑥先輩達の話を聴くことで、保育実習Ⅰaに対するやる気が高まった。
保育実習指導Ⅰ・教育実習前後指導
平成28年度  　保育実習Ⅱ　1・2年生合同実習報告会
保育科1年（　　　）クラス　学籍番号（ ）　氏名（ ）
「実習報告会の聴講・参加」したことは、あなたにどのような影響を与えましたか？
〈評価基準〉
　Ａ：とてもあてはまる　　Ｂ：あてはまる　　Ｃ：あまりあてはまらない　　Ｄ：全くあてはまらない
評　価
該当する段階を○で囲む
①実習内容や実習での学び、実践した保育内容を把握したことで、実習について理解できた。
②実習内容を聴くことで、保育実習Ⅰaに対する不安が軽減された。
③先輩達の話を聴くことで、保育実習Ⅰaにおける自身の目標設定がしやすくなった。
④保育実習Ⅰaに向けて準備することや今から取り組んでおいたほうが良いことが明確になった。
⑤報告会で得た知識を保育実習Ⅰaに活かしたいと思った。
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